
令和元年度第二回 中央図書館区民懇談会

日 時：令和元年 12月 6日（金）

午後 3時～午後 5時

場 所：板橋区公文書館

（第 2ボランティアNPOルーム）

１ あいさつ

教育委員会事務局地域教育力担当部長

２ 視察

①櫻井徳太郎文庫（公文書館）

  ②いたばしボローニャ子ども絵本館

３ 説明及び懇談

   区立図書館のネットワーク化に向けて

４ 区民懇談会の終了と図書館協議会の設置について

５ 閉会

資料

（事前送付分）

・公文書館パンフレット

・いたばしボローニャ子ども絵本館パンフレット

（机上配布分）

・区立図書館のネットワーク化に向けて（別紙を含む）

・区民懇談会の終了と図書館協議会の設置について

・中央図書館区民懇談会 補足ご意見

・板橋区立中央図書館区民懇談会委員名簿
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令和元年度 第２回 板橋区立中央図書館区民懇談会 概要

１ 日  時：令和元年 12月 6日（金）15：00～17：00

２ 会  場：公文書館

３ 視  察：櫻井徳太郎文庫・いたばしボローニャ子ども絵本館

４ 当日出された意見・提案（視察の感想）

（櫻井徳太郎文庫について）

・民俗学の資料は出版されているものには限界があり、貴重な学会誌など眠ら

せているのはもったいなく、活用方を検討してほしい。

・貴重な資料は博物館的な取り扱いになると思うので、学芸員の配置が難しけ

れば詳しいボランティアを採用して発表形式で展示するなど新図書館での

コーナー展開を検討したらどうか。

・研究資料としてリストアップしデジタル化して公開すれば、日本全国に紹介

できると思う。

（絵本館について）

・絵本のあらすじをキーワードで検索できる仕組みがあるといい。

・子どもも楽しめ集まれるようなクイズ大会や絵の模写、外国の文字に着目し

たイベントなど、子どもたちに絵本を活用してもらえるアイディアを検討し

てほしい。

・外国人による読み聞かせと翻訳ボランティアの協働で、子どもたちが興味深

く読み聞かせに参加する事例があったので、参考にしてほしい。

・保育園に外国の子がいるので、子どもたちに友達の国の本という提供の仕方

や外国人の親に読み聞かせをお願いするなど検討できないか。

・中学校１年生や特別支援学級の子にも活用できるような活用アイディア集

のようなものがあるといい。
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（図書館のネットワーク化について）

・ネットワークには中央図書館と地域図書館のネットワーク、図書館とそれを

取り巻く団体等とのネットワークがあり、その視点で取り組むことが大事だ。   

・SNS などで各図書館の活動や特徴が見えるので、そうした取り組みを中央図

書館が調整し発信して図書館全体として魅力の向上につなげてほしい。

・ネットワークは相互貸借などハード面だけでなく、地域の人や団体活動を各

館で巡回して活用できるような役割を中央図書館が担ってほしい。

・ネットワークは図書館の取り組みだけでなく、サポーターなど区民の力を使

って区民が図書館を育てていけるような仕組みがあるといい。

・個々の図書館の特徴があまり知られていない。ふらっと立ち寄った人にもわ

かるように、図書館名の前に「～の図書館」というようなキャッチフレーズ

を付けたらどうか。

・平和公園を挟んで中央図書館と教育科学館が連携して、子どもたちが楽しく

有意義に過ごせる場所にしてほしい。



懇談テーマ：区立図書館のネットワーク化に向けて                                      令和元年 12月 6 日区民懇談会資料

                 

★区立図書館の中央館としての役割                         ★ネットワーク体制の強化

中央図書館基本計画（H29 年 3月策定）では、板橋区の地域的な特性をふまえた   区立図書館は、図書館の多様化・高度化するニーズに応えるため、地域資料やボローニャ絵本館資料

新しい中央図書館像を想定し、それを具体化するため、区立図書館の中央館とし   など、板橋区独自の魅力ある資源を整備し、自主企画事業を行うなどの取り組みを推進しています。

て、区内 10館の地域図書館の核となり、多様な情報を提供する図書館としての 新たな中央図書館は、施設・体制の充実とともに、こうした図書館の魅力の発信に努めていきます。

役割を担います。                              

11 館のネットワーク体制の強化のために、中央図書館の施設・体制両面におい   (1)特色ある図書の収集等

て充実させ、区立図書館がもつ様々な特色ある図書、資産の魅力を広く区民に伝    区立図書館では、公文書館との連携のほか、資料収集方針に基づく館の特徴や地域の特色ある図

えていきます。                                書を収集し、展示紹介しています。

そのために、レファレンス体制を強化し、区民等の活動と連携しながら、板橋      ○公文書館との連携

らしい中央館のあり方を追求していきます。                      ○櫻井徳太郎文庫資料の活用

                                       ○板橋区立図書館の特色ある図書 別紙参照

○ネットワーク化のイメージ

                                  (2)レファレンス体制の強化（新中央図書館の取り組み）

                                         蔵書を充実し効率的な利用に供するため、レファレンスを不可欠のサービスとして位置付けます。

                                       ⇒①レファレンスカウンターを設置しサービスを周知 ②職員を配置し体制を強化      

                                   

                                      (3)学校、区民等の活動との連携（地域図書館の取り組み）

                                         近隣の小・中学校や、地域等で活動する団体・サークルなどと連携した取り組みを行います。

①学校連携

学校向け団体貸出や学校図書館支援など学校のニーズに対応し、図書館サポーターの派遣、読

★世界の絵本の魅力の発信（いたばしボローニャ絵本館の併設）             書通帳の配布、図書館を使った調べる学習コンクールなど、学校と連携した事業を充実します。

                                         ②地域連携

新たな中央図書館に併設されるいたばしボローニャ絵本館（以下、ボローニャ絵    特色ある図書を所蔵するほか、地域等で活動する団体・サークルなどと連携し、自主企画事業を                     

本館）は、ボローニャ国際児童図書展に出品された美術的にも優れた絵本を紹介   運営するなど、地域との連携を強化します。                          

することに加え、翻訳大賞などの全国に向けたコンクールや、地域図書館を活動     ○地域図書館の自主企画事業の実施例 別紙参照

の場にして実施する絵本づくりワークショップなどの独自事業を展開し、地域図    
書館をはじめ、絵本館の魅力を多角的に結び付けることにより、中央図書館の魅  (4)「絵本のまち板橋」の充実（ボローニャ絵本館の取り組み）

力を高めていきます。                              ボローニャ絵本館が所蔵する世界各国の絵本を通じ、世界の国の文化・言語・芸術と出会う機会

                                      と場を提供し、ボローニャ絵本館独自の事業を展開します。

○ボローニャ絵本館の多角的な展開イメージ                     ○ボローニャ絵本館の独自事業

                                          絵本づくりワークショップ（全館開催）、ミニ・ボローニャブックフェア（全館巡回展示）、

いたばし子ども絵本展など

                                       

(5) 関連施設との連携

                                            共同事業の企画・運営、近隣施設への図書館サービスのＰＲ等を通じ、関連する施設との連携を

進めていきます。

○関連施設

                                          新中央図書館：教育科学館、公文書館、美術館、郷土資料館など

                                          区 立 図 書 館：児童館、保育園、幼稚園、あいキッズ、福祉施設など

                                                                                                 

区立図書館のネットワーク ～新しい中央図書館像～ 区立図書館のネットワーク化のために



別紙

○板橋区立図書館の特色ある図書

○地域連携 地域図書館の自主企画事業（H30 年度）

地域のハンドベル愛好者との連携       いたばしプロレス協働企画

ハンドベルコンサート（氷川図書館）      「キッズ運動教室」（東板橋図書館）

赤塚諏訪神社                 地元の手話サークルによる

獅子舞がやってくる！（成増図書館）     歌って楽しむ手話ソング（高島平図書館）

館 名 特色ある図書

中 央 各地域図書館の収集範囲を超える専門的資料や資料的価値の高い高価な資料

赤 塚 自然観察農業関係の資料、赤塚地域の歴史・郷土行政資料

清 水 小説や家庭書・実用書、渥美清氏に関する資料

蓮 根 高齢福祉関係の資料及び児童用資料

氷 川 行政、地方自治関係、医療・健康問題、商店経営等の資料

高島平 地域福祉や高齢者の生きがい推進、生涯教育に関する資料

東板橋 スポーツ、加賀藩・金沢市に関する資料、陸軍板橋火薬製造所跡に関する資料

小茂根 日本の歴史・遺跡に関する資料、障がい者福祉全般に関する資料、児童書

西 台 家庭生活・食生活・食育に関する資料

志 村 印刷製本・光学産業に関する資料、街道に関する資料

成 増 芸術・美術に関する資料、ビジネス・企業支援に関する資料



令和元年１２月６日

区 民 懇 談 会 資 料

区民懇談会の終了と図書館協議会の設置について

１ 区民懇談会のあゆみ

  区民懇談会は区立図書館の運営とサービスの向上を目的に、図書館運営に精通する

方、利用者などから広く意見をいただく機会として平成 27年 11 月から今年度まで 10

回の開催を通じて、テーマに応じた懇談を行い様々なご意見やご指摘をいただいてき

ました。

２ 区民懇談会のテーマ

テーマ 説明事項

平成

27年度

第

１

回

これからの中央図書館について 中央図書館基本構想策定について

第

２

回

中央図書館基本構想中間のまとめ案について 中央図書館基本構想中間のまとめ案

平成

28年度

第

３

回

新たな中央図書館に求めるサービス・機能

子どもの読書活動を推進するために

中央図書館基本計画策定について

板橋区子ども読書活動推進計画2020

第

４

回

基本計画案に対する新たな提案、意見
新中央図書館におけるサービス概要

（中央図書館基本計画案）

平成

29年度

第

５

回

学校・地域と連携する図書館

地域コミュニティの形成を支援する図書館
中央図書館基本計画

第

６

回

新たな中央図書館の施設・サービスについて 新中央図書館のゾーニングについて

平成

30年度

第

７

回

多世代交流に効果的な図書館サービス 中央図書館基本計画

第

８

回

絵本のまち板橋に対するイメージ 絵本のまち板橋について

令和

元年度

第

９

回

調べるサービスの充実について

障がい者サービスのこれから

区立図書館のサービスの取組状況

及び今後の方向性

第

10

回

櫻井徳太郎文庫・ボローニャ絵本館の視察

区立図書館のネットワーク化に向けて
新中央図書館・地域図書館の取り組み

この会議は、新しい中央図書館の移転改築を行う中での構想から計画策定、事業展開

などについて、区民協働の観点から懇談を進めてきました。



３ 図書館協議会の設置に向けて

  新しい図書館が開館され、地域図書館と一体となって板橋区の図書館施策を展開す

るにあたり、図書館の運営について区民との協働を進めるため「図書館協議会」を設

置し、区民や利用者から提言や取組への評価を受ける仕組みをつくります。

（１）図書館協議会の概要

・図書館法に規定する図書館協議会の設置を予定しております。

・図書館協議会は、中央図書館長の諮問に基づき、図書館施策や計画などについて、

評価や諮問事項の審議を行います。

・委員は、これまでの区民懇談会の活動を踏まえて、学識経験者、利用者、施策の

関係者などからの構成を考えています。

（諮問・審議の例）

・図書館施策の事業への評価（地域図書館の活動状況）

・教育施策（図書館分野）進捗への評価（子ども読書活動推進計画／学び支援プ

ラン）

・新しい図書館の事業運営に係る審議 など

（２）設置スケジュール

令和２年度を準備期間とし令和３年度からの設置をめざします。



別  紙

令和元年度 第２回 中央図書館区民懇談会 補足ご意見

名前（              ）

主に利用する区立図書館名（              ）

本日はご多忙の折ご出席くださり、誠にありがとうございました。本日の懇談会を経て、

もし補足のご意見等ありましたら、ご記入の上、下記担当宛ご提出をお願いいたします。

        【 提出期限：令和元年 12月 20 日（金） 】

           ご協力ありがとうございました。

   

              【担当・提出先】

板橋区教育委員会事務局 中央図書館 区民懇談会担当

             〒174-0071 板橋区常盤台 1－13－1

               【TEL】3967-5261【FAX】3967-5550

【Eメール】chuolib@city.itabashi.tokyo.jp



名　　前 ふりがな 備　　考

会　長 大串　夏身 おおぐし　なつみ 学識経験者

梶川　悦子 かじかわ　えつこ 図書館司書代表

東　みどり ひがし　みどり 区立小学校長代表

北村　康子 きたむら　やすこ 区立中学校長代表

鈴木　奈緒美 すずき　なおみ 区立幼稚園代表

角田　真弓 つのだ　まゆみ 区立保育園代表

伊藤　文子 いとう　ふみこ
図書館利用者代表（対面
朗読ボランティア）

羽深　由美子 はぶか　ゆみこ
図書館利用者代表（読み
聞かせボランティア）

柴田　陽子 しばた　ようこ
図書館利用者代表（絵本
館ボランティア）

古屋　眞 ふるや　まこと
図書館利用者代表（視聴
覚室等利用団体の方）

鈴木　洋仁 すずき　ひろひと 公募委員

谷　隼太 たに　はやた 公募委員

保坂　恵真 ほさか　えま 公募委員

村山　敦子 むらやま　あつこ 公募委員

【事務局】

教育委員会事務局　地域教育力担当部長

教育委員会事務局　中央図書館長

板橋区立中央図書館区民懇談会委員名簿

【任期：平成30年9月5日～翌年度末】

委　員


